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輪
場
前
の「
西
本
翁
功
労
碑
」（
大
正
十
年
四

月
建
立
、
大お

お
あ
ざ字
上
田
）西
側
に
見
ら
れ
ま
す
。

流
れ
は
、
松
原
小
学
校
が
移
転
し
た
下
の

池
あ
た
り
に
通
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
分

流
点
で
は
、
径
五
セ
ン
チ
、
現
存
長
十
五
〜

二
〇
セ
ン
チ
の
杭
が
三
列
以
上
に
わ
た
っ

て
打
ち
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
溝
か
ら
は
円え

ん
と
う
は
に
筒
埴
輪わ

、
土は
じ師
器き

、
須す
え恵

器き

、
木
製
品
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
、
飛あ
す

鳥か

時
代
の
七
世
紀
後
半
ご
ろ
の
も
の
で
し
た
。

　

同
地
は
、
古
代
に
は
丹た

じ

比ひ

地
方
と
よ

ば
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
発
見
さ
れ
た

一
四
〇
〇
年
前
の
溝
は
丹
比
大
溝
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
流
路
が
付
近
一
帯
の
灌

漑
用
水
路
な
の
か
、
あ
る
い
は
当
時
の
海

の
玄
関
口
で
あ
る
難な

に

波わ
（
大
阪
市
中
央
区
）

か
ら
都
が
置
か
れ
た
飛
鳥
地
方（
奈
良
県
明あ

日す

か香
村
）に
通
じ
る
た
め
の
運
河
で
あ
っ
た

の
か
は
判
明
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
家
的

規
模
の
大
土
木
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
の
で
す
。

　
大
溝
は
、
八
世
紀
代
に
一
度
溝
ざ
ら
え

が
行
わ
れ
、
新
し
く
杭
も
打
ち
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
世
の
素
掘
り
井
戸

が
二
基
見
つ
か
り
、
中
世
後
半
以
降
は
人

為
的
に
埋
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
所
々
に
今
日
に
至
る

ま
で
水
路
の
遺
構
が
見
ら
れ
、
田
畑
を
潤

し
て
き
ま
し
た
。

　
松
原
の
歴
史
を
知
る
会
と
ま
つ
ば
ら
木
工

ク
ラ
ブ
は
、
こ
こ
で
も「
丹
比
大
溝
」案
内
板

を
ゆ
め
ニ
テ
ィ
ま
つ
ば
ら
南
側
の
植
え
込
み

に
設
置
し
、
顕
彰
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

七
世
紀
後
半
の
飛
鳥
時
代
の
大
溝

国
家
的
規
模
の
大
土
木
工
事
の
掘
削

　
近
鉄
河
内
松
原
駅
南
側
ロ
ー
タ
リ
ー
の
松

原
駅
前
郵
便
局
前
に
円
筒
形
を
し
た
二
基
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
青
銅
製
の
碑
文
と

レ
リ
ー
フ
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
碑
文
は「
旧
松
原
小
学
校
跡
地
」と
あ
り
、

「
明
治
七
年（
一
八
七
四
）
に
上
田
村
の
願が

ん

正し
ょ
う

寺じ

、
福ふ
く
お
う応
寺じ
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
136
、

210
）
を
借
り
て
創
建
さ
れ
た
松
原
小
学
校

は
、
明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）
こ
の
場

所
に
建
設
さ
れ
、
永
年
、
生
徒
を
育
ん
で

来
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）

生
徒
数
増
加
、
自
動
車
騒
音
公
害
に
よ
り

新
堂
二
丁
目
の
下し

も

の
池い
け

埋
立
地
へ
移
転
し

ま
し
た
。
平
成
六
年（
一
九
九
四
）三
月
」と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
レ
リ
ー
フ
は
、
正
面
で
あ
る
東
校
舎
を

バ
ッ
ク
に
躍
動
す
る
児
童
た
ち
を
生
き
生

き
と
浮
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
や
ゆ
め
ニ
テ
ィ

ま
つ
ば
ら
の
建
つ
地
に
松
原
小
学
校
が
あ
り
、

長
年
に
わ
た
っ
て
歴
史
を
育
ん
で
き
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
の
で
す
。
移
転
地
は
新
堂

や
上
田
の
反は

じ正
山や

ま

地
区
な
ど
の
田
畑
の
灌

漑
池
で
あ
る
下
の
池
を
埋
め
立
て
、
昭
和

四
十
七
年
に
再
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
し
た
。

　
現
小
学
校
正
門
は
下
の
池
の
堤
に
位
置

し
、
前
の
通
学
路
は
、
新
堂
と
反
正
山
地
区

の
境
界
に
あ
た
り
、
中な

か
こ
う高

野や

街
道
の
古
道
が

走
っ
て
い
ま
す
。
平ひ

ら
野の
（
大
阪
市
平
野
区
）方

面
か
ら
高
野
山（
和
歌
山
県
）へ
向
か
い
、
平

安
時
代
ご
ろ
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

松
原
の
歴
史
を
知
る
会
や
ま
つ
ば
ら
木
工
ク

ラ
ブ
は
、
正
門
前
に「
中
高
野
街
道
」の
案
内

板
を
建
て
、歴
史
街
道
を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
私
は
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
に
松
原
小
学
校
を
卒
業
し
ま

し
た
。
左
端
の
写
真
は
、
卒
業
前
に
ク
ラ

ス
の
仲
間
た
ち
と
撮
っ
た
卒
業
ア
ル
バ
ム

の
カ
ッ
ト
で
す
。
当
時
、
小
学
校
南
校
舎

の
南
側
は
笹
や
柴
な
ど
の
雑
木
に
お
お
わ

れ
て
お
り
、
東
西
に
は
自
然
水
路
が
流
れ
、

そ
の
前
は
田
畑
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
移
転
後
、
ゆ
め
ニ
テ
ィ
ま
つ

ば
ら
が
平
成
五
年（
一
九
九
三
）
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
が
、
同
地
が
旧
石
器
時
代
か

ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
上
田
町

遺
跡
の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

建
設
前
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
地
に

は
、
立
体
駐
車
場
や
都
市
計
画
道
路（
市
道

松
原
駅
前
南
線
）が
で
き
る
た
め
、
自
然
水
路

や
田
畑
を
中
心
に
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
地
は
、
標
高
二
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
微
高
地
で
し
た
。
耕
作
土
の
下
か
ら
は
、

北
東
の
東

ひ
が
し

除よ
け
が
わ川
か
ら
取
水
し
た
と
思
わ
れ

る
湾
曲
し
な
が
ら
西
方
へ
向
か
う
幅
約
十

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
断
面

Ｖ
字
状
を
呈
す
る
大お

お
み
ぞ溝
が
延
長
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
検
出
さ
れ
た
の
で

し
た
。
復
元
す
る
と
、
西
方
の
西に

し
よ
け
が
わ

除
川
ま

で
延
び
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
溝
は
、
立
体
駐
車
場
付
近
か
ら
南
西

に
も
分
流
し
、
今
も
な
ご
り
の
流
路
が
駐
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▲丹比大溝から出土
した須恵器（松原市
教育委員会提供）

▲ゆめニティまつばら
南側の「丹比大溝」
案内板（上田3丁目）

▲昭和35年（1960）当時の
丹比大溝発掘地（松原小学校
南側、卒業アルバムより）

▲松原小学校正門前
「中高野街道」案内板
（上田5丁目）

▲河内松原駅前の
「旧松原小学校跡地」
記念碑（上田3丁目）
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